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平成22年度事業

面接指導その2
面接後には改善ポイントのアドバイス

面接指導その1
面接の担当者の役でも活躍

履歴書の書き方指導その2
ポイントをチェックします

履歴書の書き方指導その1
3年生の横についてアドバイス

 私は少しでも後輩の皆さんの就職活動の役に立てればと思い、3日間学生メンターをさせていただきました。その中

で、すでに危機感を持って活動している人がいるということに感心しました。私自身が取り組むのが遅く苦労した

という経験から、やはり就職活動は早めに準備しておけば、少し余裕を持って臨むことが出来るし、やればやるほど

力になり内定を勝ち取れると思うからです。後輩の皆さんには、自分のように苦労してほしくないので、今の時期か

ら積極的に活動してほしいです。

　また活動の一環として、今回の学生メンターを利用することも有効な活動であると思いました。先輩ということ

で、気軽に相談やアドバイスを聞くことが出来るからです。もちろん企業説明会で企業の方のお話を聞いたり、キャ

リア支援課で相談やアドバイスをいただくこともとても役立ちます。どのように活動すればいいか、どんな職に就

きたいかなど悩む人もいると思いますが、そういう人ほど、色んな人のお話を聞いたり、情報を集めて、自分に必要

なものを選んでいくことが重要だと思います。

　大変なことも多いと思いますが、積極的に活動し、自分が望む就職が出来るように頑張ってください。

経済学部 経済学科 井澤 悠介

4年生メンター活動を行った学生の感想

　私は、1月の就職相談と2月の就勝セミナーに学生メンターとして参加しました。私自身もセミナーに参加し、先輩

メンターから指導・助言を受けたこともあり、今度は、私自身がその役になることに抵抗は無かったです。しかし、模

擬面接において、受験学生役を行ったときは、内定をもらってから半年近く経過していたので、基本を忘れてしまい

ました。私自身、社会人になる前に、社会人マナーを復習できたこともあり大変良い機会となりました。

　最後に、全体的に元気が無かったことが気になりました。後輩諸君、元気に就職活動頑張りましょう。

経済学部 経済学科　山下　翔太郎

　今回2日間就勝セミナーに参加して感じたことは、3年生全体が就活に対して積極的であるということです。質問

や改善点などを私たちから吸収しようという姿勢はとても好感が持てました。しかし、現実問題としてエントリー

シートや履歴書作成は実際の就活現場ではスタートしているので、もう少しセミナーの開催時期を早めることが必

要だと感じました。1つの案として、3年生からの質問がでにくい時などは4年生の就活での苦労話や印象的な出来事

などを話す機会を設けると、就活に対してのイメージがつきやすいのではないかと感じました。3年生は就活を全く

わからず前に進んでいっているため就活の現状を具体的に伝え、少しでも緊張を和らげ、さらに良い雰囲気をいち

早く作ることが重要だと感じました！

経営学部 スポーツ経営学科 生駒 幸太郎

　このセミナーでは自己分析の仕方や履歴書の書き方、面接の受け方等を就職活動を経験してきた先輩方から教わ

ることができました。グループワークがメインになりますから他人の良いところ、悪いところを見て勉強すること

ができます。朝早くから丸1日と大変でしたが充実した時間を過ごせました。これから就職活動をする後輩たちにも

ぜひ参加してもらいたいセミナーだと思います。

経営学部 情報メディア学科 3年 神山 健

　就勝セミナーで、持ち味カードを利用して、自分の持ち味はどうなのかと考えさせられました。自分で考えた履歴

書では詳しくないと先輩方に言われて、もっと詳しく書いて相手方が興味をもち、分かりやすい文章にしようと思

いました。今後の自己分析に役立てていこうと思いました。

経営学部 スポーツ経営学科 3年 矢野 有砂

　今回のセミナーで、エントリーシートと履歴書の書き方、面接指導と様々なことを教えて頂き、とても充実した内

容でした。セミナー前はこれでいいと自分の中で思っていた履歴書の書き方や面接の内容でも、講師の方や先輩方

のご指導で、今まで気付けなかった欠点を知ることが出来ました。この経験を実際の就職活動に生かし、納得のいく

就職活動をしていきたいと思います。ありがとうございました。

経営学部 スポーツ経営学科 3年 小幡 亮

・

・

・
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　今回、3年生の就職活動の相談という仕事を、キャリア支援課で2日間やらせていただきました。

2日間で、1人も相談に来て頂けなかった結果ですが、この取り組みは、就職活動をしている3年生にとって、すごく為

になることだと思います。

　私たちの場合、部活動の先輩という最も信頼でき、何でも話せる人が身近にいましたため、特に相談に困ることは

ありませんでした。エントリーシートの書き方、試験等のこなし方、面接での出来事、様々な事を先輩から聞き、不安

を解消していきました。 それでもすべての不安が拭い去られる訳ではありません。就職活動は、社会人と接します。

学生だけの意見ではなく、社会人の意見も聞き、どの情報が自分にとって一番有効かを判断し、身につけなければな

りません。

　しかし、部活動をしていない人や、言い方はあまりよくないかもしれませんが、人との関わりが苦手な人にとって

は、就職活動って、何をすればいいの？となると思います。そこで、キャリア支援課の方々というのがすごく重要に

なると思います。今回、この仕事のお話を頂いた時、私の時にも、こんな事があればな、と思いました。実際に、就職活

動を経験し、それらで得た知識というモノは、経験した人でしかわかりません。それらを、上から下へ、人から人へ伝

えるという事は、3年生、特に部活動をしていない人にとっては、就職活動を知る良いキッカケになる絶好の機会で

す。しかし、それらを有効活用する、しないは3年生次第です。せっかくのきっかけも、使われなければ意味がありま

せん。私はもっと、相談しやすい環境で、この仕事をしないといけないと思いました。私は、後輩達が来ない状況では、

勉強したり、キャリア支援課の方々とお話をしていましたが、そうではなく、もっと積極的に3年生に呼び掛ける事

をしないと、一般の学生は来ないと思います。

　もっと、オープンに、来る人に「就職どう？」や、「何かあったらいつでもキャリアにおいで」など、たった一言だけ

でも、全然違うと思います。キャリア支援課を活用したり、部活動をやっている人は、相談しやすいと思います。しか

し、本当に相談に乗ってあげなければいけないのは、それ以外の人です。それには、まず、キャリア支援課に来る事が

大切です。そして、来た人には、積極的に就職の話を聞いてあげる事をしたいです。自分が話すだけではなく、3年生

がどんな不安を抱えているか、聞いてあげる事が卒業までの私の一番の役割だと思います。もう一度できるのであ

れば、これらの反省点を踏まえ、もっと積極的に3年生の力になろうと思います。

経営学部 スポーツ経営学科 市場谷 潤

　私は、キャリア支援課でのアドバイスが就職活動にとても役に立ち、その恩返しの気持ちで参加しました。

しかし、クラブ活動の後輩への助言と違い、後輩の人生を左右することにもなるため、緊張しました。緊張した環境

での後輩指導は、自分が会社組織の中で先輩社員、後輩社員とともに会社を盛り上げる際に必要なスキルの一端を

勉強するきっかけになった気がしました。

経営学部 スポーツ経営学科 岡本 遼

　文章表現や面接練習などを通じて、私自身も改めて勉強になりました。私も1年前は右も左も分からない人間で

したが、このようなセミナーや指導があったからこそ、今の自分があるのだと思います。3年生の皆様、頑張ってく

ださい。

経営学部 スポーツ経営学科 小田 純樹

　私は、1月の就職相談では、陸上部に所属していた関係で、後輩へ助言する機会が多かったです。私自身と同じ活動

をしている後輩であり、自己ＰＲ等については助言しやすく感じました。

　就勝セミナーでは、クラブの後輩以外の学生もいて、一緒に持ち味を探す作業を行いました。この作業は、私の就

職先の仕事にも結びつくこともあり、楽しく行うことが出来ました。単に、後輩への助言ではなく、社会人になるた

めの準備としても良い機会になり、このような機会を頂いて感謝しています。

　後輩のみなさん、がんばっていきましょう。

経営学部 スポーツ経営学科 恒見 愛里

　今回、3日間セミナーに参加させて頂いて、とても貴重な経験ができたと思います。3年生が書いているものを読ん

で、自分なりにアドバイスなどしようとは思いますが、自分が思うことをなかなかうまく言葉で伝えられないこと

が多かったです。しかし、どんなアドバイスをするにしても、自分の経験以上のものはできないが、そう考えると、就

活を通して自分自身が成長できていたんだ、ということを知るきっかけにもなりました。去年のセミナーには、日程

の都合で参加できなかったのですが、参加できていたらもっと充実した就活ができただろうと思います。今の3年生

にもぜひ、来年内定した先輩という立場で、セミナーに参加してもらいたいと思います。

経営学部 スポーツ経営学科 内藤 未里

　今回、就活特別講座のアドバイザーとして参加しまして、教える立場ではありましたが、逆に私自身も勉強するこ

とができました。また、履歴書作成では3年生は苦労していましたが、次第に書けるようになり、成長を感じることが

できて良かったです。

経営学部 経営情報学科 山下 雄次

公務員試験勉強会で講師役（メンタ－役）を務める

　この度、後輩の就職活動を支援する企画にて講師という立場で参加させていただきました。

　私は、過去に家庭教師のアルバイトをしていたことはありますが、複数の人に、勉強の仕方や試験制度などを教え

るといったことは初めてであり、いい経験になりました。

　大学初の企画に私が携われたことを嬉しく思います。今後、このような企画が継続、発展していくことを期待して

いますし、参加してくださった3年生をはじめ、これから就職活動をされる方の活躍を祈っています。

講師：経営学部 スポーツ経営学科 4年 杉森 庸介

2011年1月19日 10時から開催
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・



平成22年度事業報告14 平成22年度事業報告 15

平成22年度事業

学内研修会の実施

　平成22年度も成果報告会を予定していたが、学生支援機構で発表の機会を得たために、岐阜・名古屋の大学関係者

に対しては、本学の取組状況について発表することができた。そこで、参加者を学内者に限定し、学内スタッフに対

するキャリア教育の勉強会という趣旨のもと研修会を開催することとした。当日は、本学全体のFD・SD活動の一環

として位置づけ、本取組で実施している事業をより深化させるための工夫を、先進的な大学や教育関係企業から学

ぶことにし、大学の各部署から参加者を集めた研修会を開催することができた。

講演日時：　平成23年2月23日（水）16時00分から18時30分

参 加 者：　本学教職員　13名

講　　師；　名城大学　キャリアセンター　事務部長　上村 克義

　　　　　 「メール配信サービスを利用したSPI配信」

　　　　　 慶情報センタ、KIT能力開発研究所　　代表　村瀬 正典

　　　　　 「正課・課外活動・学内の諸制度が有機的に結びつくキャリア教育」

　名城大学の上村キャリアセンター長からは、本年度、文部科学省の就業力育成事業で採択された取組の一つとし

て行っている、メール配信サービスを利用した「SPI配信」について、SPI配信の効果や利用状況、工夫したポイントな

どについて、実務的なレベルで説明を受けた。本学でも同様の取組を考えているところであり、実際にどのようにシ

ステム設計していくべきかについて、具体的な情報を入手することができた。とりわけ、学習の効果という面では、

一度に多数の問題を送っても続かないことから、若干、物足りなさは残るものの、1日1問という軽度の課題を毎日送

り続けることが、学生の継続性や意識を覚醒させる点で効果が高いとの説明を受けることができた点、参考となっ

た。本学の企画では、連日、ある程度の量の出題を送ることを検討し、そのために、メンティシステムのシステム変更

も考えていたが、1問だけの出題ならば、システム変更なしで実施できるので、この点については、さらに検討し、本

学なりの結論を得たいと考えている。

　KIT能力開発研究所の村瀬代表からは、多くの大学のキャリア形成や資格取得関連科目での豊富な出講経験から、

どのように学生を動機づけるのか、とりわけ、学力が十分とは言えない層の学生に対する学びへの動機づけについ

て、実際に経験された様々な大学の取組事例についてご紹介いただいた。ポイントとしては、あるレベルに達してい

ない、つまり芳しくないから補講をするというような姿勢で補習教育に臨んでも学生のモチベーションは高まらな

いので、進路に結びつけて、望む進路を実現するためには、試験や基準をクリアせねばならず、そのためには、これら

の学習が必要であるといったように、社会人として必要な知識と結びつけ、進路のための必要性として動機づけて

いくことが肝要であるとのアドバイスをいただいた。

FD・SD活動

　学事情報のDB（事務システム）と連動したシステムである。そのため、学生の学籍・クラブ入部状況・受講状
況と連動させることも可能になる。
　大学からのメッセージは、全角500字以内まで入力でき、学生からのメッセージは、全角250字以内まで入
力できる。

【特徴】

キャリア支援課のみでの運用（キャリア支援課からの発信に限定）
就職活動サークルでの活用

【開発計画及びシステム内容について】

4年生・3年生に登録の呼び掛け
情報発信及びメールでの相談業務
利用促進のため、全学的な利用のための環境整備（規程の制定等）

■ 平成22年度（学生支援プログラム2年目）

■ 平成21年度（学生支援プログラム採択年度）

本学の独自予算を利用し、全教職員のレベルに利用範囲を広げる。
教員では、ゼミ単位で利用できるようにする。

■ 平成24年度

就職活動対応年次生がメンティの利用を習慣化するよう、先ずは、学生課・教務課等で進路指導、就職
関連業務にかかわるセクションから発信できるようにする（クラブ単位での就職指導、教職課程支援
室、社会福祉士課程支援室での利用）。

■ 平成23年度 （学生支援プログラム最終年度）

報告システム；メンティ（mentee）の改善と今後の展望

学 生

学 生

学 生

教職員

Webサーバ

基幹システム

Web就職試験報告支援システム(メンティ)の概要

Webパソコンからの入力情報 Webパソコンからの
入力情報の閲覧
Webでの学生とのコミュニケーション

携帯電話からの入力情報

携帯メールへの発信

1 3

2

3 Web就職試験
報告支援システム

Web就職試験
報告支援システム

データベースデータベース
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取組の発信と情報交換

平成22年度事業

　平成22年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」・「大学教育・学生支援推進事業」 学生/就職支援

推進プログラム意見交換会

12月7日（火）「平成22年度新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」･「大学教育･学生支援推進事業」 （学

生/就職支援推進プログラム）意見交換会で発表の機会を得た。

これらのプログラム・推進事業は、選定された取組の情報を共有の財産として、多くの大学に積極的に情報提供する

ことを目的として開催された。

事業に関するポスターを作成、本学

主催の合同企業説明会や企業との

懇談会の会場などで掲示し、本学の

取組状況を説明した。

平成22年12月7日 　名古屋会場　意見交換会で事例報告

講演やパネルディスカッションの後、本学を含む４大学が事例紹介を行った。

事業に関するポスターを作成

文部科学省
平成21年度

【テーマB】 学生支援プログラム

「大学教育・学生支援推進事業」

岐阜経済大学
キャリア支援課

製造業への関心

・1年生からの全員履修方式のキャリア形成の講義
・様々な資格取得支援
・金融機関を目指す人には、簿記の資格取得、FPの3級、2級の講義、会計ソフトの講習会などが準備されている。
 さらに3年生には、金融機関と連携した金融セミナーが開講されている。

　岐阜経済大学は、文系の学部しかもたないが、製造メーカーでの就職にも強みを見せてきた。それは製造業の盛ん
な西濃地域に育てられた大学だからである、ということができる。今後も、様々な形で、地域のメーカーの皆さんに
少しでもお役にたてるよう努め、今後もメーカー志望の学生の支援にも取り組んでいきたいと考えている。

本学のキャリア教育の特徴3

過去3年間の卒業生の状況（就職率の母数：卒業生数 － 進学者数）

就職者

進学者

未就職者

合計

就職率

269人

11人

33人

313人

89.1%

平成19年度 平成20年度 平成21年度

168人

15人

24人

207人

87.5%

285人

29人

41人

355人

87.4%

就職希望者による就職率（事業報告書記載数値：就職者数 ÷ 就職希望者数）

就職希望者数 

就職率 
富山大学

岡崎女子短期大学

芝浦工業大学

富大流人生設計支援プログラムの取組みについて

求職求人をマッチングさせて紹介する就職支援情報システムの活用

入学から卒業まで総合的なキャリア形成支援体制の構築

275人

97.8%

平成19年度 平成20年度 平成21年度

174人

96.6%

300人

95.0%

過去3年の卒業生就職先状況

上場企業 

上場子会社 

公務員 

医療・福祉関係 

未上場企業 

合計 

平成21年度

率

6.7%

7.0%

12.3%

3.9%

70.1%

100.0%

人数

19人

20人

35人

11人

200人

285人

平成20年度

率

16.7%

10.7%

3.0%

7.7%

61.9%

100.0%

人数

28人

18人

5人

13人

104人

168人

平成19年度
区 分

率

13.8%

9.3%

2.6%

4.8%

69.5%

100.0%

人数

37人

25人

7人

 13人

187人

269人
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275人

97.8%

平成19年度 平成20年度 平成21年度
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96.6%

300人

95.0%

過去3年の卒業生就職先状況

上場企業 

上場子会社 

公務員 

医療・福祉関係 

未上場企業 

合計 

平成21年度

率

6.7%

7.0%

12.3%

3.9%

70.1%

100.0%

人数

19人

20人

35人

11人

200人

285人

平成20年度

率

16.7%

10.7%

3.0%

7.7%

61.9%

100.0%

人数

28人

18人

5人

13人

104人

168人

平成19年度
区 分

率
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9.3%

2.6%

4.8%

69.5%

100.0%

人数

37人

25人

7人

 13人

187人

269人
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単なる就職支援ではないだろうし、あくまでも、学生の「育ち」を支援するものであるのがいい。大学の都合で学生の

就職を支援するのではなく、学生の志望の達成が大学にとっても第一目的、第一課題であり、学生が高いレベルで満

足を得ること、達成感を得ることによって、大学全体の評価の向上につながる関連づけをつくることが求められる

（キャリア支援宣言）。

① 学生の就職志望の高さ : 働くのが当然という出自 ⇒ 支援してくれるキャリア支援課への支持の高さ 

② 景気変動 : 長期で見ると、これが決定的な要因であることがわかる 

③ 支援体制の充実

本学の場合、学生の抱えている課題の解決や学生が求めているニーズが、大学側としての希望と調和していて、矛盾

がないところに利点がある。 

したがって、キャリア支援としての課題は、学生の求めに応じて、彼ら彼女らに力をつけることが目的となり、その

達成度によって成果が測定されることになる。

学力と主体性を育てる ＝ 自分から行動し、その結果を自己の責任としてきちんと引き受けられる精神性 

　・初年次教育から始めて動機づけ的要素を加えた教育を充実させる。

　・就職活動を通じて形成された主体性を学生の本当の力にしていく教育

キャリア支援の意義は問われる

就職率の規定要因

以上により、地域に有為な人材を輩出するという本学の社会的使命を達成する。

■

■

■

■
■
■
■
■
■

【就職活動満足度調査】
（1）あなたは進路選択にあたり十分な努力ができたでしょうか

指針に対する達成度を図るアンケート結果

キャリア支援宣言 ＝ 本学キャリア支援課の指針

■ 精一杯努力した
■ かなり努力した
■ 普通
■ やや足りなかった
■ あまり努力しなかった
■ 無回答

平成20年3月卒 平成21年3月卒 平成22年3月卒

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
11.0%

6.1%

11.4%

32.5%

23.2%

15.8%

13.9%

4.6%

11.9%

33.8%

19.2%

16.6%

12.5%

6.0%

10.8%

40.5%

14.7%

12.5%

本学のキャリア教育の特徴

宣　言 機　能 計測手法

①私達は、学生一人ひとりの声に耳を傾け、卒業時に
全員が達成感と満足を覚える進路を発見できるよう
に支援します。

②私達は、学生一人ひとりが、より高い理想を持ち、
それを実現できるように励まし、後押しします。

カウンセリング
傾聴 
「満足」

卒業式時のキャリア支
援に対する満足度アン
ケート

動機付け 
（高い満足）

高いレベルの企業での
就職状況

資料

集計
非公開

③私達は、学生一人ひとりに、その資質・能力を伸ば
す手段につき情報や機会、助言を提供します。

資格取得支援 
（目標達成への手
段の提供）

資格講座の受講状況、
資格取得状況 

集計
非公開

④私達は、学生諸君が地域で活躍できるよう努力し
ます。

地域貢献 地域での就職状況 集計
非公開

実績が
少ない

⑤私達は、卒業生からの職業上の相談にもできる限
り対応します。

生涯に渡るキャリ
ア支援

卒業生の転職相談件数
など

■
■
■
■
■
■

（2）キャリア支援課に対する総合的な評価を教えてください

■ 満足
■ かなり満足
■ 普通
■ やや不満
■ 不満
■ 無回答

平成20年3月卒 平成21年3月卒 平成22年3月卒

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
12.7%

1.8%
3.9%

2.0%
0.7% 0.9%

3.4%

39.9%

24.1%

17.5%

13.9%

33.1%

21.9%

28.5%

13.8%

30.2%

26.3%

25.4%
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本学のキャリア教育の特徴

当面の目標 ＝ 基礎力の充実

社会的経験のゾーン

強いメンタリティーの形成
前に踏み出す力、やりぬく力、共に働く力

キャリア形成の講義は
ここに重点を置いている。
・一般常識
・SPI対策
・コミュニケーション

全国レベルの試験・適性
検査への参加。
カードを用いた自己分析。

専門力基礎
簿記・会計教育とFP教
育に重点。
⇒金融機関を進路に目
指す

基礎学力

重点的取組ゾーン

強いメンタリティーの形成
前に踏み出す力、やりぬく力、共に働く力

職業的知識の向上
自己発見
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本学のキャリア教育の特徴
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